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長崎市中総体駅伝競走大会が、１０月５日（木）に、長崎市総合

運動公園かきどまり陸上競技場周回コースで開催されます。男子は

６区間１８km（全区間３km）、女子は５区間１２km（１区、５区３km、

２～４区２km）を襷で繋ぎます。
たすき

昨年度は、男子は１０年ぶりの優勝（県大会１２位）、女子は５連覇（県大会３位）を達成し、男

女ダブル優勝という見事な成績を残しました。今年度も、夏休み前から、陸上競技部を中心に、長

距離走が得意で駅伝に挑戦したいと願う生徒で特設駅伝部を結成し、活動を進めてきました。

仲間同士で目標を一つにして取り組んだ成果を、十分に発揮してほしいと思います。皆さんの健

闘を、心からお祈りしています！

登録選手の紹介（※は主将）
【男子】１１名

３年 鴨川 和生 木谷 海仁※ 小金丸幹太 田添 大青 馬渡 大也
２年 小畑聡史朗 出口 丈
１年 伊藤 颯志 小栁 葵獅 坂本 水晶 濵崎晟史郎

【女子】１０名
３年 角町明世梨※ 平山璃々香
２年 柏田 梨夏 上川 紗來 佐藤 向愛 戸塚 麗奈 濵地 南帆
１年 陣川 真緒 筒井 美羽 原 胡桃

９月２８日（木）、駅伝競技の選手推戴式をオンラインで行いました。選手紹介の呼名に応じて、
教室内で逞しい返事を響かせる選手と、駅伝部男女各主将の力強い言葉に、校内が選手を送り出す
温かい拍手に包まれました。ここに、各主将の決意の言葉を紹介します。

私たち駅伝部員は、身を焦がすほどの日差しが照りつける日も、雨が冷たく降りしきる日も、
切磋琢磨し、努力を積み、絆を育んできました。
ついに、力を発揮する舞台がやってきます。
昨年、先輩方と成し遂げた１０年ぶりの優勝を、今年は連覇という形で繋ぎます。
駅伝競技は、個人では決して勝負に挑むことができません。個々の力を結集して、初めてスター

トラインに立つことができます。
どんなときも、一つの目標に向かって練習に取り組んできた仲間、指導してくださった先生方、

応援してくれる方々、そして、いつも支えてくれている家族に感謝を伝えられるような走りをし
て、女子と共に、優勝旗を持って帰ってきます。応援よろしくお願いします。

男子駅伝部主将 木谷 海仁

私たち駅伝部は、今日まで、私たちの心を支え導いてくれる、駅伝部伝統のモットー「信は力
なり」を掲げ、練習に励んできました。
目標を持って努力を重ねることができること。これは、私たちの何よりの喜びです。今年も、

自主練習の期間が多くありましたが、みんなで一つの目標に向かって互いに切磋琢磨し、絆を深
めながら力を高めてきました。
今年は、女子は６連覇をかけた大会になります。襷を託される選手も、サポートに回るメンバー

も、全員で優勝を勝ち取り、先輩方が築いてくださった伝統を繋ぎます。
また、朝練習では、毎日私たちが走るコースを掃除してくださったり、私たちがお願いする前

に道を空けて立ち止まってくださったりする姿や、「ファイト！」「お疲れさま」などの先生方や
附中生の声から、温かみをとても感じました。そんな附中の一員であることを誇りに思い、皆さ
んへの感謝の気持ちを、結果でも恩返しします。応援よろしくお願いします。

女子駅伝部主将 角町明世梨
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